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第 I部本居宣長の古代 
第１章 『古事記』と出会う 
 第１節 本居宣長と『古事記』 
第２節 「道」を学ぶ 
 第３節 『古事記』と『日本書紀』の比較 





















1758 年（宝暦 7 年）、28 歳の宣長は、京都から松坂に帰り、医師を開業し、そのかた
わら自宅で『源氏物語』の講義も始めた。この頃、『先代旧事本紀4』と『古事記』な






































   さて、その主としてよるべきすぢは何れぞといへば、道の学問なり。 





   又、初学の輩は、宣長が著したる神代正語を数十編よみて、その古語のやうを口
なれしり、又直日のみたま・玉矛百首・玉くしげ・葛花などやうの物を、入学のは
                                                                                                                                                     
本紀」の物部氏・尾張氏系図は他見せず、そこから物部氏系人物の撰で、物部氏の子伝承が含まれている
と推測される。また巻 10「国造本紀」も独自の所伝である。『先代旧事本紀の研究校本の部』『神道体系 古
典編 8』所収。〈西宮秀紀〉鎌田純一『先代旧事本紀の研究 研究の部』（1962・吉川弘文館）/ 阿部武彦
『国史大系書目解題 上「先代旧事本紀」』（吉川弘文館、1971年）。 
5 http://www.norinagakinenkan.com/norinaga.html 
6 城福勇、『本居宣長』人物叢書日本歴史学会編集、（吉川弘文館、1980 年）、287 頁参照。 
7 宣長が『冠辞考』に引かれた理由は、本論文の第 6 章の第２節国学者としての宣長の第 1 項松坂の一夜 
―賀茂真淵との出会い―に述べられている。 
8 中倉憲昭、前掲書、37 頁参照。 
9 中倉憲昭、同書、30頁参照。 
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じめより、かの二典と相まじへてよむべし。然せば、二典の事跡に道の具備はれる
ことも、道の大むねも、大抵に合点ゆくべし。 



















                                                   
10 大野晋『本居宣長全集第 1 巻』「初山踏」（筑摩書房、1968）、5 頁。 




である。（白石良夫『本居宣長「初山踏」全訳注』（講談社学術文庫、2009 年）、59 頁参照。） 
12 『直毘霊』は『古事記』の研究を通じて体得した、宣長の古道論の結論ともいうべき著作である。明和
初年ごろから書き始めた。幾度かの改稿をへて、明和 8 年 10 月に成立した。写本で門人たちの手によって
流布し、刊本としては寛政 2 年刊『古事記伝』巻 1 の巻末所収のものが最初である。（白石良夫『本居宣長
「初山踏」全訳注』（講談社学術文庫、2009 年）、59 頁参照。 
13 『玉矛百首』は大和心を涵養するために、古学の大意を古風に詠みなした自作詠。天明 6 年成立、同 7
年刊行。本居大平の注解になる『玉矛百首解』も宣長生前に出版されている（寛政 11 年）。（白石良夫『本
居宣長「初山踏」全訳注』（講談社学術文庫、2009 年）59 頁参照。 
14 『玉くしげ』は 1 冊。紀伊藩主徳川治貞の要請によって著した政治・軽世論の書である。天明 5 年から





15 『葛花』は 2 巻 2 冊。安永 9 年 11 月成立。刊行は没後の享和 3 年 1 月。『直毘霊』にたいして、徂徠学
派の市川鶴鳴が『まがのひれ』を著して（安永 9 年 4 月成立）、宣長の思想に見られる聖人の排除、記紀へ
の盲従、老荘の影響などを、儒教の立場から批判した。宣長はそれへの反駁を執筆、それがこの『葛花』
である。（白石良夫『本居宣長「初山踏」全訳注』講談社学術文庫、2009 年。60 頁参照。） 
16 白石良夫『本居宣長「初山踏」全訳注』（講談社学術文庫、2009 年）、61 頁参照。 






































                                                   
17 白石良夫、同書。14 頁参照。 
18「論語」叢書第 8 巻、新論語、学術図書出版大空社、2012 年。96 頁。・桑原武夫『論語』（筑摩書房、1982
年）、100 頁。 






























  『古事記』  『日本書紀』 









⒊ 内容 天皇以前の神話が中心 中国正史の書き方 
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⒋ 文体 漢字の音読みと訓読みを交えた和文 整然とした漢文 
⒌ 受容のされ方 私的に読まれる 公的に読まれ、講演会なども行われる 
































                                                   












































                                                   
23 神武東征：神武東征とは、神武天皇を中心とした九州の勢力が、畿内に大和政権を築いたとする神話を
さす。 





















































26 本居清造編『増補本居宣長全集』全 10 巻、吉川弘文館、増全９、492 頁。 
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 五十音図に関する扱い、仮名遣などは、必修のことである。語釈は緊要ではない。 

































                                                   
27 白石良夫『本居宣長「初山踏」全訳注』（講談社学術文庫、2009 年）、76 頁参照。 
28 大野晋『本居宣長全集第９巻』「古事記伝１之巻」4 頁。 







































                                                   
29 吉川幸次郎『「古事記伝」現代語訳』（筑摩書房、1969 年）、200—202 頁参照。 
30 大野晋『本居宣長全集第９巻』「古事記伝１之巻」3 頁―4 頁。 




































書はその記せる言辞ぞ主には有ける。                             
又書紀は、漢文章を思はれたるゆゑに、皇国の古言の文、失たるが多きを、此記は、
                                                   
31 吉川幸次郎『「古事記伝」現代語訳』200—202 頁参照。 




































                                                   
32 大野晋『本居宣長全集第 9 巻』「古事記伝１之巻」4 頁。 
33 吉川幸次郎『古事記伝』現代語訳（筑摩書房、1969 年）、206—207 頁参照。 
第 I 部 本居宣長の古代 






第 2章 『古事記』・『日本書紀』編纂の歴史的背景～古代天皇制国家の形成～ 
 第１節 氏姓制度と豪族の争い 
 第２節 隋の建国と聖徳太子の政治 
 第３節 遣隋使と遣唐使 
 第４節 大化の改新と改新の詔、壬申の乱 
 第５節 「京」の形成と文化 
 第６節 天武天皇の政治と『古事記』・『日本書紀』の編纂 
 



























                                                   
1 青木和夫『日本律令国家論攷「官位相当制の成立と当代の管制」』岩波書店、1992年。86‐94頁参照。 
2 井上光貞『日本の歴史１神話から歴史へ「蘇我氏と物部氏の対立」』中央公論社、1973。505－512頁参照。 
第 I 部 本居宣長の古代 








































                                                   
3 直木孝次郎『日本古代の氏族と天皇「「氏」の構造について」』塙書房、昭和39（1964年）。101－132頁参照。 
4 山尾幸久『日本古代王権形成詩論』、岩波書店、1983年。366－368頁参照。 
第 I 部 本居宣長の古代 





















































物部 ～ 軍事担当 
大伴 ～ 伴造を統括  
中臣 ～ ナカツオミー祭祀担当 
姓 大王により政治的地位と職掌に応じて
与えられた称号 
臣 ～ ヤマト地方の有力氏・地方豪族 
連 ～ 職掌を氏の名とする有力氏 




第 I 部 本居宣長の古代 























大王（天皇） 在位年間 年 倭（日本） 大臣 大連 朝鮮 













































































































































  552 蘇我稲目と物部尾興、崇仏論争 
  562 新羅が加耶を滅ぼす 
敏達 
?－585 


















第 I 部 本居宣長の古代 
















































（霊亀 2）から 740 年（天平 12）まで西南部の 3 郡を割いて、和泉監を分置し、757 年（天平宝字元）改めて、
和泉国として分立した。（三省堂スーパー大辞林） 
第 I 部 本居宣長の古代 




































                                                   







































第 I 部 本居宣長の古代 













































第 I 部 本居宣長の古代 



































                                                   
23 『日本書紀巻第22（４）』同書、同頁。 
24 出典：奈良画像ウェブサイト2015年6月23日の火曜日18:02時にアクセスされた。 





























第 I 部 本居宣長の古代 







図６：東大寺26              図７：斑鳩の寺院の位置27 
 



























第 I 部 本居宣長の古代 









































32  江上波夫『日本・中国文化交流シンポジウム「遣唐使時代の日本と中国」』小学館、1982。52頁参照。 
33  川本芳昭「隋書倭国伝と日本書紀推古紀の記述をめぐって」『史淵』九州大学、2004年。141、53-77頁参照。 




























第 I 部 本居宣長の古代 





































                                                   
36 遣唐使の年表には20回と書いてあるが、⑥番や⑪番の年表がこの18回に入らなかった。 
37 江上波夫、前掲書、42頁参照。 
38 出典： 野澤伸平（詳説日本史図録編集委員会）、前掲書、34頁参照。 











②653 白雉4・5 654  北路? 吉士長丹、高田根麻呂、道昭（留学僧） 
第 I 部 本居宣長の古代 

































③654  655  北路 高向玄理（唐で没）、河辺麻呂 
④659 斉明天皇 661  北路 坂合部石布 
⑤665 天地天皇 667  北路 守大石（送唐客使） 
⑥667  668  北路 伊吉博徳（送唐客使） 
⑦669 天地天皇 ?  ? 河内鯨 













⑩733 天平5・4 734‐736  南島路 多冶比広成、（帰国）玄昉・吉備真備 
⑪746  発遣中止 石上乙麻呂 
⑫752 天平勝宝4 753・754  南島路 藤原清河、吉備真備（副使）、鑑真39来日（753） 
⑬759 天平宝字
3・2 
761  渤海路 高元度（迎入唐大使） 
⑭761 天平宝字
5・10 




⑯777 宝亀8・6 778・779  南路 佐伯今毛入、小野石根（副使） 
⑰779 宝亀10・5 781  南路 布勢清直（送唐客使） 
⑱804 延暦23・7 805・806  南路 藤原葛野麻呂、空海・最澄（学問僧）、橘逸
勢（留学生） 
⑲838 永和5・7 839・840  南路 藤原常嗣、小野篁（副使）、円仁（学問僧） 
⑳894 寛平6・8 発遣中止 菅原道真 
第 I 部 本居宣長の古代 
















































第 I 部 本居宣長の古代 
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けいたい
１      目子媛
め のこ ひめ
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き たし ひめ











































と じ こ の い ら つ め































       X山背大兄王
やましろのおおえのおう
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て ん む
















                                                   
44 北村文治『大化改新の基本的研究』(吉川弘文館、1990年)、1-20頁参照。 
45 出典： 野澤伸平（詳説日本史図録編集委員会）、前掲書、33頁参照。 
第 I 部 本居宣長の古代 







































み た す き
）の派遣 



















































648  磐舟柵をつくる 















660  百済滅亡 
661 7 斉明天皇没。中大兄皇子、称制を開始 
第 I 部 本居宣長の古代 













































                                                   
49 北村文治、前掲書、1-20頁参照。 










 − 地方官制・・・国司・郡司の任命 
 − 軍事施設・・・関塞・斥候（北辺の守護兵、のろしをつかさどる人などの説あり）・防人の設置 
 − 交通制度・・・駅馬・伝馬の設置 
第3条：班田制の制定 
 − 戸籍・計帳の作成、班田収授の制定 
 − 里の設置・・・50戸１里、里長を任命 
 − 町段歩制・・・360歩＝１段、10段＝１町 
 − 租稲・・・・・段別の租稲（2束2把） 
第4条：新税制の施行 
 − 田の調・戸別の調・・・調副物の徴収 
 − その他・・・・兵士、仕丁、庸、采女51 
第 I 部 本居宣長の古代 


































                                                   
52 出典： 野澤伸平（詳説日本史図録編集委員会）、前掲書、39頁参照。 
53 出典：野澤伸平（詳説日本史図録編集委員会）、前掲書。41頁参照。 
                 孝徳天皇 
 
               中大兄皇子（皇太子） 
 
    政策執行              政策立案 
  左大臣     右大臣 内臣     国博士 
阿倍内麻呂    蘇我倉山田石川麻呂 中臣鎌足   罠・高向玄理 
第 I 部 本居宣長の古代 










































                                                   
54 森公章『「白村江」以後』講談社選書メチエ132、1998。12－142頁参照。 
第 I 部 本居宣長の古代 





























    
図16：壬申の乱の地図58    図17：天智・天武天皇と蘇我氏59 






第 I 部 本居宣長の古代 











































第 I 部 本居宣長の古代 











































第 I 部 本居宣長の古代 











































第 I 部 本居宣長の古代 











































第 I 部 本居宣長の古代 













































  おおきみは神にしませば   
赤駒の腹這う田井を都となしつ（大将軍贈右大臣伴卿） 
 おおきみは神にしませば  
       水鳥のすだく水沼を都となしつ62 
                                                   
60 出典：野澤伸平（詳説日本史図録編集委員会）、前掲書。55頁参照。 
61 直木幸次郎、前掲書、174－175頁参照。 
62 佐々木信綱編『万葉集 下巻巻19』岩波文庫、1920。289項。 
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63 出典：野澤伸平（詳説日本史図録編集委員会）、前掲書。41頁参照。 
第 I 部 本居宣長の古代 













































第 I 部 本居宣長の古代 







































図１：遣隋使年表                            







第 I 部 本居宣長の古代 








































②653 白雉4・5 654  北路? 吉士長丹、高田根麻呂、道昭（留学僧） 
③654  655  北路 高向玄理（唐で没）、河辺麻呂 
④659 斉明天皇 661  北路 坂合部石布 
⑤665 天地天皇 667  北路 守大石（送唐客使） 
⑥667  668  北路 伊吉博徳（送唐客使） 
⑦669 天地天皇 ?  ? 河内鯨 














⑩733 天平5・4 734‐736  南島
路 
多冶比広成、（帰国）玄昉・吉備真備 
⑪746  発遣中止 石上乙麻呂 














⑯777 宝亀8・6 778・779  南路 佐伯今毛入、小野石根（副使） 
⑰779 宝亀10・5 781  南路 布勢清直（送唐客使） 
⑱804 延暦23・7 805・806  南路 藤原葛野麻呂、空海・最澄（学問僧）、橘逸
勢（留学生） 
⑲838 永和5・7 839・840  南路 藤原常嗣、小野篁（副使）、円仁（学問僧） 
第 I 部 本居宣長の古代 









































































                                                   
1 『古事記（上） 全訳注』（次田真幸訳注、講談社学術文庫、1977年）、31頁。以下、引用は、すべて現代語訳
を用いる。 









㊶持統天皇（女）   ㊵天武天皇 
 
 




        ㊷文武天皇  ㊹天正天皇（女） 






















                                                   
2 『古事記（上） 全訳注』同書、34頁参照。 
3 丸山二郎『標注訓読「古事記」』（吉川弘文館、1965年）、3頁参照。 
4 柱：神々を数えるときに用いる語。偏の木は神霊の依代、旁の主はとどまるという意味。 








































                                                   
5淤能碁呂島：日本最初の島。淡路島沖に浮かぶ島と思われるが、後に日本の国の名とされた。 














































                             























お お み か み
 
 









































                                                   
8 次田真幸、前掲書、71頁。 
























































お お み か み
      須佐之男




                    
 
玉        モノザネ交換        剣 
① 正勝吾勝勝速日











        ①多記理毘売











      ②市寸島比売























































































































































                                                   
17  次田真幸、前掲書、90－91頁。 



















      


















                                                   
18 次田真幸、前掲書、90－91頁。 















































27 倉野憲司『古事記 倉野憲司校注』（岩波文庫、1963年）、78頁参照。 
28 次田真幸、前掲書、188－189頁。 
29 尾畑喜一郎、前掲書、165頁参照。 
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みこと
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33 千木は神社本殿の屋根で、両妻の破風板が屋根の上に突き出て交差した装飾材である。（スーパー大辞林） 
34 亜紀加唐、前掲書、85頁参照。 








































                                                   
35 三橋健『伊勢神宮と日本人〜式年遷宮が伝える日本のこころ』（河出書房新社、2013年）25頁参照。 
36 三橋健同書、 26頁参照。 








































                                                   
37 坂本太郎・家永三郎・井上光貞・大野普校注『日本書紀（２）』（岩波文庫、1994年）、38頁。 
38 『日本書紀』、同書、同頁。 




















   
図5：伊勢神宮内宮（著者撮影）    図6：伊勢神宮参拝（著者撮影） 
    
図7：伊勢神宮の内宮の（著者撮影）       図8：伊勢神宮の素朴な木で宇治橋が作られた（著者撮影） 
        
                                                   
39『日本書紀』、同書、同頁。 






図9：五十鈴川で架けた宇治橋の図（内宮）（著者撮影）   図10：伊勢神宮の内宮（著者撮影） 
  
図11：伊勢神宮の外宮の図（著者撮影）          図12：豊受大御神外宮（著者撮影） 
    
図13：神宮式年遷宮の図（著者撮影）        図14：伊勢市の伊勢神宮の外宮と内宮をつなぐ地図（著
者撮影） 
 














                                                   
40 松前健『松前健著作集第3巻神社とその伝承「皇大神宮・豊受大神宮」』有教文堂、1997。214－229頁参照。 





第 2部 本居宣長の時代背景と生涯 
第４章 蒲生氏郷と松坂     
  第1節 松ヶ島から松坂へ 
  第2節 松坂の建設 





















氏正統を受けつぎ、南伊勢を守護する北畠の親房であった2。                                            
南朝の成立は北畠家の働きに支えられ、それゆえに南北朝の対立は長引き、両朝合一の努
力は歴代足利将軍の努力の末に、元中9年（明徳3年・1392年）三代将軍足利義満によっ 
                                                   
1 田丸城：江戸初期、伊勢国度会郡田丸（現、三重県度会郡玉城町）を藩庁とした外様小藩。1336年（建武3・延
元元）に北畠親房が南朝の拠点として田丸城を築城。北畠家が滅亡して以来、城主はたびたび変遷したが、1600






































                                                   
3 出典：『近江日野の歴史第二巻中世編』2009年所載 


















































































                                                   




































   
あふぐ代の人の心のたねとてや 
  千とせをちぎる松のことの葉 
  
                                                   
13 藤田達生、前掲書、82 頁参照。 
14 近くには創建年代不詳の「石部神社」まで建っている。 
15  松坂民族資料館。 




































図3：蒲生氏郷関連年表（松坂民族資料館の資料から作成）    
西暦 年号 事項 
1556 弘治2 氏郷、賢秀の嫡男として近江国日野に生まれる。（幼名鶴千代） 
1568 永禄11 信長、六角氏を攻める。蒲生家、信長に降り、氏郷13歳で人質とな
る。 
1569 永禄12 氏郷元服、忠三郎識秀と名乗る。 
信長、大河内城に北畠氏を攻める。氏郷、大河内合戦に初陣、戦功を
あげる。この年氏郷、信長の娘冬姫と結婚。 
1580 天正8 織田信長、松ヶ島城を築城。 
1582 天正10 本能寺の変。氏郷、信長の妻子を守り、日野城に籠城。 













































                     図4：参宮街道のうつりかわり 
                                                   
19 藤田達生、前掲書、99－101頁参照。 
20 松坂民族資料館。 






















                                                   
21 山田勘蔵、『蒲生氏郷』、前掲書、27頁。 





















                                                   
22 山田勘蔵、『蒲生氏郷』、同書、29頁。 
23 大喜多甫文「松坂商人のすべて1」（伊勢の国、松坂十楽）、2005年。17-19頁参照。  
24 山田勘蔵、前掲書、27頁。 






























     羽柴飛驒守 




      町野主水佐   殿 
      北川平左衛門  殿  

























































  火事の義は置主損たるべし。但し、盗人に取られ候こと歴然においては 
  、本銭をもって一倍（等価）を蔵方よりこれを弁ずべし。右の失せ物後日 
  に出るに於いては、勿論蔵方へ取るべく、あけ越しも一倍にてこれを弁 
  ずべし。札の書き違いこれあらば、その違い程蔵方よりこれを出すべし。  



















                                                   
25 大喜多甫文、前掲書、20頁参照。 





 天正8年閏三月朔日（ついたち）   織田信雄 
  松ヶ島蔵方中 
 
一、盗物の儀、その旨趣を知らず、如何様の物買取というとも買主これを存 
  ぜざるはその科あるべからず。万一彼盗人引付に於いては右の本銭返し 























ー、火事の儀、付火に於いては、亭主にその科懸くべからず。自火に居りてはその身一   
  人追放すべし。但し、時の躰により軽重あるべき事 
 
                                                   
26 山田勘蔵、前掲書、29頁。 
27 大喜多甫文、前掲書、17-19頁参照。  




































                                                   
28 藤田達生、前掲書、101頁参照。 
29 山田勘蔵、前掲書、29頁。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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第 5章 本居宣長の生涯              
第 1節 本居宣長の文化的社会的背景  
第1項 江戸時代の学問 
 第2項 江戸の町人文化 
第２節 宣長の生い立ち     
 第 1項 豪商の家に生まれて 
 第 2項 教養教育と作品 
 第 3項 京都遊学時代 
第 3節 国学者としての宣長 
 第 1項 松坂の一夜 ―賀茂真淵との出会い― 
 第 2項 歌会の門人 
第 4節 医者（小児医）としての宣長     
 第 1項 改名 
 第２項 町医者宣長 
第 5節 宣長と書物 
 第 1項 桜と歌 
 第 2項 旅と日記 
 第３項 鈴と鈴屋 
  














第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 
































                                                   
1 佐藤弘夫、編集委員代表『概説日本思想史』（ミネルヴァ書房、2005 年）、153 参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 





























                                                   
2 山本博文『見る・読む・調べる江戸時代年表』（小学館、2007 年）、22－35 頁参照。 
3 河合敦、『早分かり江戸時代』（日本実業出版社、1999 年）、032 頁参照。 
4 山本博文、前掲書、64－79 頁参照。 
5 守屋毅『元禄文化ー遊芸・悪所・芝居』（講談社学術文庫、2011 年）、9 頁参照。 
6 加藤周一『日本文学史序説（下）』（平凡社、1980年）、5頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 





























                                                   
7 山本博文、前掲書、192－207 頁参照。 
8 河合敦、前掲書、150 頁参照。 
9 佐々木潤之介『江戸時代論』吉川弘文館、2005（平成 17）年、54 頁参照。 
10 芳賀登『本居宣長ー近世国学の成立ー人と歴史シリーズ・日本 22』（清水書院、1972 年）、12 頁参照。 
11 小津家も田村家も江戸に店をもつ松坂の豪商である。 
12 相良亨『本居宣長』（講談社、2011年）、20頁参照。 
13 本山幸彦、『本居宣長ー人と思想』（清水書院、1978 年）、12 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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も近所にあった14。富之助（宣長）は、典型的な豪商の、豊かな環境のもとで少年期を
過ごした。 
富之助（宣長）には、1 人の弟と 2 人の妹が生まれてきた。弟は親次、妹はおはん、
おやつという。富之助（宣長）の幼時は温かい両親には育てられ、経済的には不自由も
なく、弟や妹たちと幸福な生活だった。富之助（宣長）が 11 歳の時、元文 5 年（1740












年間 年号 年齢 事項 
1730 享保 15 1歳 5月 7日に松坂本町に誕生。小津富之助と称する。 
1737 元文 2 8歳 8月西村三朗兵衛を師とし、手習いを開始。 
1740 元文 5 11歳 7月 23日に父定利、江戸店で没（46歳）。通称を弥四朗と改める。 
1741 寛保元 12歳 3月名を栄貞と改める。 
5月 14日に母、弟妹と魚町の別宅に移る。 
1742 寛保 2 13歳 7月吉野水分神社、大峰山などに参詣。 
12月 16日 半元服。『日記』起筆。 
1744 延享元 15歳 9月『神器伝授図』、『職原抄支流』書写。樹敬寺で赤穂義士の話を聞き、
                                                   
14 吉田悦之『心力をつくして～本居宣長の生涯「吉野水分神社の申し子」』第十回『宣長さん』（吟詠剣
誌舞道大会記念、2013 年）、（非売品）、8 頁参照。 
15 本山幸彦、前掲書、20-24 頁参照。 
16 松本滋『本居宣長の思想と心理～アイデンティティー探求の軌跡』（東京大学出版社、1981 年）、16 頁
参照。 
17 松本滋、同書、同頁。 
18 年表は本居宣長記念館の HP を参照している。
http://www.norinagakinenkan.com/norinaga/shiryo/ryakunennpu.html（2015 年 10 月 14 日にアクセス
した。） 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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帰宅後『赤穂義士伝』を書く。 










11月 2日 徳川家重 9代将軍となる。 
1746 延享 3 17歳 4月江戸から帰る。 
5月『大日本天下四海画図』起筆。 
7月 28日『都考抜書』起筆。 
1747 延享 4 18歳 11月 14日 『和歌の浦』起筆。和歌に興味を持ち出す。 
1748 寛延元 19歳 4月 近江、京、大坂見物。 
閏 10月 五重相伝を受ける。 
11月 伊勢の今井田家の養子となる。 
1749 寛延 2 20歳 9月 22日 華丹改め華風と号す。 
1750 寛延 3 21歳 12月 今井田家を離縁となる。 









 17 歳になると和歌に興味を持つようになる。京都への憧れを抱き、18 歳の時に京都
や大阪を旅している。宣長の人格形成上の一大転機と考えられるのが、今井田家への養







む ろ や ま
村の井田六郎右衛門がつとめたと宣長の日記に書いてある。『家のむ
かし物語』によれば、「寛延元年には、ある人の子になりて、山田にゆきて、2 年あま
                                                   
19 『家むかし物語』、『本居宣長全集 20 巻』（大久保正しい編集、筑摩書房版、1975 年）、28 頁。 
20 本山幸彦、前掲書、25-30頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 


































している。延享 2 年（1745 年）3 月 26 日に完成している。正式名称は「伊勢州
い せ し ゅ う
飯高郡松坂勝覧
い い だ か こ おり ま つ ざ かか つ らん
」と言う。現存する松坂の地誌として最も古い部類に属し、また、寺社
の祭礼など本書にしか見えない記事もあり、小冊ながら内容は充実している26。巻末に
                                                   
21 『家むかし物語』、前掲書、27-28 頁。 
22 芳賀登、前掲書、20-21頁参照。 
23 本山幸彦、前掲書、25-30 頁参照。 
24 本山幸彦、同書、23-25 頁参照。 
25 本山幸彦、同書、25-30 頁参照。 
26 吉田悦之、前掲書、17 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 































                                                   
27 出典：本居宣長記念館 
28 本山幸彦、前掲書、25-30 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 


































                                                   
29 城福勇、『本居宣長「教養」』人物叢書日本歴史学会編集、（吉川弘文館、1980 年）、19－20 頁参照。 
30 尚武：武道・軍事などを大切なものと考えること。尚文：文に重視する。（スーパー大辞林） 
31 村岡典嗣『本居宣長全集』6巻にて中絶/『本居宣長』第 1編「宣長伝の研究」 
32 城福勇、『本居宣長』（吉川弘文館、1980 年）、27 頁参照。 
33 城福勇、同書、2 頁参照。 
34 城福勇、同書、5 頁参照。 
35 城福勇、同書、29-31 頁参照。 
36『済世録』『本居宣長全集 19 巻』（大野晋、築摩書房版、1973年）、1-23頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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図 3：京都遊学時代の略年譜37  
年間 年号 年齢 事項 




1753 宝暦３ 24歳 7月 22日 堀元厚に入門。医学を学ぶ。 
９月９  日通称、弥四郎を健蔵と改める。 
1754 宝暦４ 25歳 5月１日武川幸順に入門。医学を学ぶ。 
9月『日本書紀』購入。 
10月 10日武川幸順宅に寄宿。 
1755 宝暦５ 26歳 3月稚髪し、名を宣長、号を春庵と名乗り医者となる。 
1756 
 














          
 上の略年譜（図 3）は、宣長が 23歳（1752）から 28歳（1757）の間の京都遊学の時
期をまとめたものである。この期間は、宣長の思想形成に大きな役割を果たしたと考え
られている。儒学を堀景山に習った。その後、宝暦３年（1753 年）7 月 22 日、宣長は
医学を学ぶため堀元厚に入門し、様々な講義を聴き、病理・生理に関する基礎医学の知
識を学んだ。しかし、元厚が翌年に死去したため、藤重藤俊の子の紹介で、武川幸順の
                                                   
37 年表は本居宣長記念館の HP を参照している。
http://www.norinagakinenkan.com/norinaga/shiryo/ryakunennpu.html（2015 年 10 月 14 日にアクセス
した。） 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 









         













                                                   
38 城福勇、前掲書、28 頁参照。 
39 本山幸彦、前掲書、42-50 頁参照。 
40 本居宣長記念館「本居宣長の不思議」（財団法人鈴屋奇蹟保存会、2011 年）、表紙参照。 
41 本山幸彦、前掲書、42-50 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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第 3節 国学者としての宣長 
第 1項 松坂の一夜 ―賀茂真淵との出会い― 



















                                  
新上屋跡                       本居宣長旧宅跡 
 
                                                   
42 中倉憲昭「松坂に生きた宣長」（伊勢の国・松坂十楽、十楽、2003 年）、31 頁参照。 
43 中倉憲昭、同書、31 頁参照。 
44 中倉憲昭、前掲書。37 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 
 - 94 - 
図 6：松坂の参宮街道45 
   



























                                                   
45 松阪市観光案内資料。 
46 田中康二『本居宣長』中公新書 2276、（中央公論新社、2014 年）、66 頁参照。 
47 『玉勝間』2 の巻『 本居宣長全集第 1 巻』（筑摩書房、1968 年）、85 頁。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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 京都から帰った翌年の宝暦 8 年（1758 年）の夏から、29 歳の時から門下生を受け
入れ、『源氏物語』の講義を自宅で開始している。京都で医学を学んで松坂に帰って来











                                                   
48 田中康二、前掲書。66 頁参照。 
49 田中康二、同書、67 頁参照。 
50 中倉憲昭、前掲書、38－39 頁参照。 
51 飛脚：急を要する書類・金銀などの小貨物を配達する人夫。律令制の駅馬に発し、鎌倉時代は京都・鎌
倉間に早馬があった。江戸時代には駅伝制が急速に発達、幕府公用の継ぎ飛脚、諸藩専用の大名飛脚、民
間の町飛脚などがあった。1871 年（明治 4）郵便制度の成立とともに廃止された。（スーパー大辞林） 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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あった。宣長はこの飛脚の他に、江戸や京都に店を持つ松坂商人などに頼んだりして、
門弟に教えていた52。 
 宝暦 8年（1758年）に宣長が 29歳のときから最後までの門弟が次第に増加し、全国
44 カ国に及び、「授業門人姓名録」によれば、最後の総数 493 人に至っている53。その
数の半分近いは、ほとんど伊勢国から 200人ぐらい占めている。伊勢以外の国々の門人















第 4節 医者（小児医）としての宣長     
第 1項 改名 
 宣長が生まれた時の名前は、小津富之助である。父が死んだ年の 8 月、宣長は幼名富 
之助を弥四郎








                                                   
52 中倉憲昭、前掲書、38 頁参照。 
53 本山幸彦、前掲書、73 頁参照。  
54 本山幸彦、同書、73 頁参照。 
55 中倉憲昭、前掲書、41 頁参照。 
56 中倉憲昭、同書、41 頁参照。 
57 本山幸彦、前掲書、74-75 頁参照。 
58 本山幸彦、同書、20-24 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 




























                                                   
59 本山幸彦、同書、32 頁参照。 
60 村岡典嗣、『本居宣長』、傍点原著者、24 頁。 
61 『家むかし物語』前掲書、5－32 頁参照。 
62 本居家は、桓武天皇の子孫尾張守平頼盛（池大納言）6 世の孫本居県判官平建郷を遠祖とするという。
（城福勇『本居宣長』吉川弘文館、1980 年。1 頁参照。） 
63 城福勇、前掲書、2-5 頁参照。 
64 『家むかし物語』前掲書、5－32 頁参照。 
65 『家むかし物語』同書、同頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 








           慶歩大姉        本居武秀 
 
       七右衛門（小津姓を称す） 
                  〈道印〉 
 
① 三朗右衛門（別に家を起こす） 次郎右衛門 
     〈道休〉 
② 三朗右衛門定治（のち三四右衛門と改める） 
〈唱阿道清〉 
③ 三四右衛門定利      かつ 
     〈道樹〉 
④三右衛門定治 
〈道喜〉 
④  宣長（本居姓に復す）     かつ（初め、たみ） 
  
 小津から本居への改姓は、村岡典嗣が言うように単なる好みの問題なのだろうか。そ
うとだけは言えないように思う。宣長は、延享元年（1744 年）15 歳の 12 月に元服し、








在と今井田家の養子にはさまれた延享 4 年（1747 年）18 歳の時から、松本滋の研究に
よれば、「本居」の姓を用い始めている68。 
                                                   
66 『家むかし物語』前掲書、5－32 頁参照。 
67 城福勇、前掲書、283－284 頁参照。 
68 松本滋、同書、同頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 






























                                                   
69 松本滋、同書、同頁参照。 
70 松本滋、同書、同頁参照。 
71 本山幸彦、同書、33 頁参照。 
72 吉田悦之、前掲書、40 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 




















7 年（1778）宣長が 49 歳からのものである。これによって宣長の開業後半期の医業に
よる収入を調べると、安永・天明期（1778-1788）において、つまり 49 歳から 59 歳ま
では、年間 70 両から 100 両までを上下する収入を得ていたことが分かる。天明末から
寛永（1789－1800）にかけて、つまり 60歳から 71歳までは、50両台から 30両台に下
落しはじめ、寛政期には 40～50両台におちつく77。 




                                                   
73 吉田悦之、前掲書、41 頁参照。 
74 『家むかし物語』前掲書、5－32 頁参照。 
75 『家むかし物語』同書、同頁参照。 
76 佐佐木信綱「本居先生逸話」（『芸林』２の５、日本書院、1951 年）、2－5 頁参照。 
77 城福勇、前掲書、55-56 頁参照。 
78『済世録』、前掲書、61頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 











 『本居宣長全集 19 巻』の北原進の解題によって、宣長の家計における医師としての
収入を瞥見してみよう。確かめられる 58歳の天明 7年から 71歳での寛政 12年まで、3
期に区切って表示する82。 
 
   年 令   毎年の入金  内祝儀･謝礼   医療による薬料   摘要 
天明 7年-寛政 2年（1787年-1790年） 
   58-61歳   153両    30両      50両   いずれも年平均 
寛政 3年-寛政 7年（1791年-1795年） 
   62-66歳   120両    56両      34両 
寛政 8年-寛政 12年（1796年-1800年） 
    67-71歳   96両    52両      15両 
   






                                                   





本学術振興会 、1971 年。 
82『済世録』、前掲書、23‐71頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 










第 5節 宣長と書物 
第 1項 桜と歌 
宣長は、自分のことを桜の名所の奈良の「申し子」として信じながら、桜をこよなく愛
した。      図 11：「新庄屋」跡の印として宣長の歌（著者撮影） 








  敷島の 
   大和心を  
    人とはば 
     朝日に匂ふ 
      山桜花     
 




                                                   
83 『済世録』、前掲書、23-71頁参照。 
84 中倉憲昭、前掲書、24 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 

















第 2項 旅と日記 





                                                   
85 丸谷才一『恋と日本文学と本居宣長・女の救われ』（講談社文芸文庫、2013 年）、80-84 頁参照。 
86 中倉憲昭、前掲書、63 頁参照。 
87 中倉憲昭、同書、62 頁参照。 
88 吉野水分神社（よしのみくまりじんじゃ）は、現在の奈良県吉野町吉野山にある。慶長 9 年（1604）に
建てられた。宣長は、父がこの神に祈願して授かれた子である。（本居宣長記念館『本居宣長の不思議』、
2011 年、６頁参照。） 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 















 宣長 16歳のときに、延享 2年（1745年）2月 21日から 3月 3日まで初めて京都に小
旅行をした。北野天満宮をはじめ洛中の名所などを巡り、9日間の旅をし、松坂に戻っ









 宝暦 2 年（1752 年）、宣長が 23 歳のときに、正月から 2 月初めにかけて、１カ月余
を洛中洛外の参詣・見物に出かけている95。松坂から京都まで７日間かかった。このよ
うな旅を通して京への思いは強くなった。 




入っており、他の 3 人もみな宣長の門人で、歌に趣味が深い人々であった96。9 日間で




92 城福勇、前掲書、19-20 頁参照。 
93 本山幸彦、前掲書、25 頁参照。 
94 城福勇、前掲書、19-20 頁参照。 
95 城福勇、同書、19 頁参照。 
96 城福勇、同書、18-20 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
 



































                                                   
97 中倉憲昭、前掲書、24 頁参照。 
98 吉田悦之、前掲書、52 頁参照。 
99 古道は古代世界を貫く理念。 
100 本山幸彦、前掲書、75 頁参照。 
101 城福勇、前掲書、176-186 頁参照。 
102 駅鈴(驛鈴)（えきれい）は、古代日本律令時代に官吏公務出張の際に朝廷より支給された鈴である。億
岐（おき）家に伝わる駅鈴のみが現存する。 
103 本居宣長記念館、前掲書、70-71 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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味で「柱掛鈴」は遠く島根県まで、知られていたことである104。 
 
                          














  鈴屋 




                                                   
104 中倉憲昭、前掲書、28-29 頁参照。 
第 II 部本居宣長の時代背景と生涯 
第 5 章本居宣長の生涯 
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ある四五百






 「縣居大人之位」   文机            
















                                                   
105 中倉憲昭、前掲書、28-29 頁参照。 
106 中倉憲昭、同書、同頁参照。 
107 本居宣長記念館、前掲書、69 頁参照。 
108 本居宣長記念館、同書、70 頁参照 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
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第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6章 本居宣長における国学政治思想の誕生                                 
第 1節 本居宣長と「物のあはれ」 
 第1項 国風文化 
 第2項 宣長の「物のあわれ」 
第3項 相良亨の「物のあわれ」論 
 第4項 田原嗣郎の「物のあわれ」論 
 第5項 両者の問題点 
第 2節  宣長学成立期の「物のあはれ」論 
 第１項 「物のあはれ」への着目 
 第２項 文芸論として「物のあはれ」論の成立            
第 3節 宣長の「物のあはれ」論の完成 
 第1項 宣長中期の「物のあはれ」論の問題点 
 第２項 一般論としての「物のあはれ」論の成立 









いる。    
 








第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 










































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 








































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 





































                                                   
8『くず花』、同書、147頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 






































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 



































                                                   
9 『安波礼弁』（『本居宣長全集第4巻』宝暦８・1758年）（筑摩書房、1969年）、58頁。 
10 『安波礼弁』同書、100頁。 
11  『安波礼弁』同書、同頁。 
12 『安波礼弁』同書、79頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 










 4. 『石上私淑言』（いそのかみささめごと）宝暦13・1763年 
後期の作品（67歳） 





















   『あしわけをぶね』のはじめに「歌の本体」は「ただ心に思ふことをいふより外なし」
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 
































                                                   
13 相良亨『本居宣長』（東京大学出版会、1978年）、60頁。 
14 相良亨、同書、61頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 
































                                                   
15『安波礼弁』、前掲書、585頁。 
16『紫文要領』、前掲書、37頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
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第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 



































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 



























   




                                                   
23 相良亨、前掲書、71頁。 
24 相良亨、同書、67頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 
































                                                   
25 田原嗣郎『本居宣長』（講談社現代新書、1968年)、74頁。 
26 田原嗣郎、同書、79頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 
































                                                   
27 田原嗣郎、同書、79頁。 
28 田原嗣郎、同書、79頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 


































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 
















第 2節  宣長学成立期の「物のあはれ」論 















第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 




























第２項  文芸論として「物のあはれ」論の成立 
宣長の「物のあはれ」論は、先行研究によれば、宝暦13（1763）年の『紫文要領』や『石
                                                   
29 『排蘆小舟』（『 本居宣長全集〈第2巻〉』筑摩書房、1968年）、30－31頁。 
30 『排蘆小舟』同書、58頁。 
31 『安波礼弁』、前掲書、58頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 



































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 
































                                                   
35 相良亨、同書、66頁。 
36 相良亨、同書、67頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 






































   











第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 


































                                                   
41 『石上私淑言』1の巻、前掲書、99頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 



































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
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る。その理由について田原は次のように書いている。 
 
































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 


































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 

























第 3節  宣長の「物のあはれ」論の完成 






                                                   
51 『石上私淑言』1の巻、前掲書、102頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 


































第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 































                                                   
52 『石上私淑言』2の巻、前掲書、202頁。 
53 『源氏物語玉の小櫛』前掲書、225頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 































                                                   
54 『石上私淑言』1の巻、前掲書、99－100頁。 
55 『源氏物語玉の小櫛』2の巻、前掲書、203頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 
































                                                   
56 『石上私淑言』2の巻、前掲書、203頁。 
57 『石上私淑言』2の巻、同書204頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 































   
   物のあはれをしるといふことを、おしひろめなば、身ををさめ、家をも国をも治むべ
                                                   
58 『石上私淑言』2の巻、同書、242頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
第 6 章 本居宣長における国学政治思想の誕生 
 

























                                                   
59 『源氏物語玉の小櫛』、前掲書、225頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 




第 7章 やわらかな主体の誕生 
第１節 人間と外部世界 ―朱子学の格物窮理説の否定― 
第 2節 凡人（ただびと）論 
 第 1項 凡人の定義 
 第 2項 凡人と被治者 
第 3節 宣長の人間観 
 第1項 心情 
 第2項 真心 
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3 『くず花』（『 本居宣長全集〈第8巻〉』）筑摩書房、1972年、122頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 
































                                                   













第 III部 本居宣長の政治思想 






   人の智は、いかにかしこきもかぎりありて、小き物にて、その至る限りの外の事は、え
しらぬ物なり、8（『くず花』） 
 









第 2節 本居宣長の人間観―凡人（ただびと）論― 
























第 III部 本居宣長の政治思想 







  漢国にてこそ、聖人といふ物を、うへもなくたふときものにはすめれ、大御神た 
  ちの尊きにくらべ奉らむには、なほ凡人







































第 III部 本居宣長の政治思想 





  凡テコレに限ラズ何事二テモ神ノシワザハ凡心ヲ以テ測リ知ルベキ事二アラザル 
  ヲ己ガ智ヲ以テトヤカク測リ云フハ外国流ノヒガコトナリ15（『真暦不審考辨』） 




































第 III部 本居宣長の政治思想 






















































































































第 III部 本居宣長の政治思想 

































第 3節 宣長の人間観 
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チエ、2009年。前掲書、43頁参照。 
第 III部 本居宣長の政治思想 





















































第 III部 本居宣長の政治思想 


















































                                                   
26  『紫文要領巻下』、前掲書、94頁。 
27  『紫文要領巻下』、同書、95頁。 
28  『紫文要領巻下』、同書、65頁。 
第 III部 本居宣長の政治思想 

































  ついで宣長は日本の上代の相の変容に触れて、次のように説く。 
 
































第 2項 真心 
宣長は、人の心の本来の真の姿を真心と呼んだ。 
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第 III部 本居宣長の政治思想 
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第 III部 本居宣長の政治思想 




   神は人にて、幽事








































                                                   
40 『玉くしげ』、同書、320頁。 





第 III部 本居宣長の政治思想 




































                                                   







第 III部 本居宣長の政治思想 
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